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第25回 W リーグ SEASON REPORT

事業報告｜概要

第25回Wリーグは、新たに掲げたステートメントワード、 みんなに「W」を ～VARIETY VALUES W LEAGUE～

新たな理念である「バスケットボールを通じて多彩な力を結集させ、元気・感動・勇気を届け、笑顔あふれる社会に貢献する」の下、

それを実現するための新ビジョン

・最高峰の競技力と挑戦し続ける姿勢で「世界中の目標となるリーグ」へ
・する人・みる人・支える人が一つとなって「日本中に笑顔を届けるリーグ」へ
・社会で輝く人を育み、人生を豊かにする「Well-beingなリーグ」へ

を具現化するべく、東京2020オリンピック後の熱気を冷ますことなく、さらにパリ2024オリンピックへ向けて、女子バスケットボールを国内外に知って
いただくための非常に重要なシーズンとして位置付けておりました。

また、シーズンのキャッチコピー「GO SURVIVE」の通り、次年度より導入する２ディビジョン制に向けて、振り分けの対象となる非常に厳しいシーズン
でもありました。この2DIV制は、「最高峰の競技力」実現のため、完全ホームアウェイ制を導入するとともに、実力が拮抗したスリリング
なゲーム数が増加することで、バスケットボール競技本来の魅力がさらに向上する、「フェアでかつエキサイティング」な リーグを目指す目的の下、
採用するものです。
加えて、2DIV制は未来のWリーグ選手を一人でも多く輩出すべく、下部リーグとなる「Ｗリーグフューチャー」への新規参入チームを増やす目的もござい
ましたが、本年4月に三井住友銀行の新規参入が決定し、この10年では最大となる15チームにて構成されることになります。

過去最大級の混戦とも言われたレギュラーシーズンを勝ち上がり、富士通レッドウェーブが第３戦にもつれ込む死闘を制し、16年ぶりの優勝を遂げたプ
レーオフファイナルでは、Wリーグ入場者数最高記録である7,225人を記録。全体としても昨シーズンを上回る観客数を達成した他、沿線の住民・企業・
行政が一体となった様々なプロモーションや施策により、大きな賑わいを創出するという新しいスキームを更に増幅することが出来ました。

Wリーグは25年目の節目を通過し、この女子バスケットボールの盛り上りを一過性のものとせず、さらにその輪を広げていくためにも、
この現状に満足せず、来場客数と顧客満足度向上に拘った運営を目指し、挑戦し続ける姿勢で様々なアプローチを行ってまいります。
来たる第26回大会が平常な状態で開幕できるようリーグとしても粛々と準備を進めてまいります。
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第25回 W リーグ SEASON REPORT

入場者状況
Women’s Japan Basketball League

入場者数推移／入場者数ランキング
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入場者数推移
第25 回大会（ 2023 -24 Season）

シーズン最多となる年間累計入場者数20万人超えを達成。

東京2020五輪～パリ2024OQT突破など、取り巻く環境に伴う好況ともいえるが、

依然として地域差・カード差もみられる状況。

総数では期首目標値（前年比122%）を達成、ただし1試合あたりの平均値では 

目標値（平均1,300人）を下回る。カード＆地域格差の是正が今後の大きな課題。

年間平均入場者数

前年比
121.8％

年間累計入場者数

前年比
122.5％

03

154,553 

163,808 179,106 184,510 

150,989 

92,718 

22,896 

73,445 

164,634 

201,604 
1,088 

1,290 1,279 

1,175 
1,208 

1,117 

533 

918 

1,016 

1,237 

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

10,000

60,000

110,000

160,000

210,000

260,000

第16回 第17回 第18回 第19回 第20回 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回

総入場者数 平均入場者数



※プレーオフにおける前年、前々年と本年の比較

Wリーグ過去最多入場者数7,225人を達成。

10,000人達成へ向けて更なる準備を。

プレーオフ全体ではSF・Fともにの3戦開催の影響もあり

前年比138%の3万人越えを達成。

入場者数推移
第25回大会（ 2023-24 Season）最終確定値
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開催別入場者数ランキング

※プレーオフ・レギュラーシーズンともにリーグ歴代最多入場者数（1興行あたり）を更新。
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第2５回 W リーグ SEASON REPORT

来場者分析・SNS
UNIVERSEチケット会員／ SNS フォロワー

06



Wリーグにご来場くださるお客様の 男 女 比 は 4 ５ : 5 ５ 。

拡大すべきメインターゲットである 女 性 観 客 数 が 昨 年 対 比 2 % 増 加 。

選手をロールモデルとして憧れる女性観客層を今後も引き続き育んでいく方針。

来場者属性（チケット購入者）

＜来場者男女比＞
（出所：Wリーグユニバース）

男性 女性

0～19歳 20～29歳 30～39歳 50～59歳 60歳以上 その他

チケット購入者属性

40～49歳
男性   女性
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SNS推移

+136%

+163%
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B . L E A G U E との連動施策、  ショート動画コンテンツの増強などで大

きくフォロワー数を獲得。但しYouTubeはベース値が低く更なる拡充を。

TOTAL

SNSフォロワー推移

2020年

Instagram

YouTube

+143%

X（Twitter）+123%
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■ 第２５回Ｗリーグ全１９９試合の完走

〇：「ＳＵＰＥＲＧＡＭＥＳ」「開幕会見ＦＡＮ☆ＪＡＭ」他各種イベントも盛況。

■ＰＢＡ＋クラブ各主管試合における黒字興行

△：地域格差・カード格差の解消が継続的な課題。

■観客動員数２００，０００人（前年比１２１％）

〇：観客動員数２０１，５４７人（前年比１２１％）

■平均観客動員数１，３００人（前年比１２７％）

×：平均観客動員数１，２３６人（前年比１２２％）

■ファイナル観客動員数８，０００人（前年比＋２，７３４人）

△：ファイナル観客動員数７，１６８人（前年比＋１，９０２人）

※会場都合により事実上の超満員

達成目標と自己評価
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第25回 W リーグ SEASON REPORT

10

TOPICS
Women’s Japan Basketball League



第2５回 W リーグ SEASON REPORT

サマーキャンプ・オータムカップ（高崎・奥州）～開幕会見～シーズン開幕戦～

7/15-17  サマーキャンプ＠高崎
WKBL  2チームが初参戦 9/2-4  オータムカップ＠奥州

サマーキャンプにはチャイニーズタイペイ代表も
参戦。国際色豊かな大会へ。

11

開幕会見でWリーグ新ビジョンを発表 全4チーム28名が参加した開幕FAN☆JAM 西岡里紗氏を功労表彰

吉田亜沙美（アイシン）が2度目の現役復帰 日本全国各地で熱戦が展開前季優勝ENEOSよりカップ返還



レギュラーシーズン 1敗差で４チームが並ぶ大混戦の首位争い。昇降格争いも熾烈に。

第２５回 W リーグ SEASON REPORT

12

岡崎大会でレギュラーシーズン最多動員を記録国際女性デーの一環で子供達にボールを寄贈 能登半島地震に対して募金活動等を実施



第25回 W リーグ 「京王 Presents Wリーグプレーオフ 2023-2024」

セミクォーター＆クォーターファイナル＠高崎アリーナ ～ENEOS、シャンソンが4強への切符を掴む～
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第25回 W リーグ 「京王 Presents Wリーグプレーオフ 2023-2024」

セミファイナル＠武蔵野の森総合スポーツプラザ ～富士通、デンソーがファイナルへ。快進撃のシャンソン、ここで力尽きる～
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第25回 W リーグ 「京王 Presents Wリーグプレーオフ  2023-2024」

ファイナル＠武蔵野の森総合スポーツプラザ 昨年同様に第３戦にもつれる歴史的な名勝負！富士通が16年ぶりの頂点へ。
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試合結果・表彰選手

《優 勝》 富士通 レッドウェーブ

（16年ぶり2回目の優勝）

《準優勝》 デンソー アイリス

３位 ENEOSサンフラワーズ

４位 シャンソン化粧品 シャンソンＶマジック

５位 トヨタ自動車 アンテロープス

６位 トヨタ紡織 サンシャインラビッツ 

７位 日立ハイテク クーガーズ

８位 アイシン ウィングス 

９位 三菱電機 コアラーズ

10位 東京羽田ヴィッキーズ

11位 山梨クィーンビーズ

12位 新潟アルビレックスBBラビッツ

13位 プレステージ・インターナショナル アランマーレ

14位 姫路イーグレッツ

【プレーオフファイナル結果】

4月13日（土）富士通 レッドウェーブ64-57  デンソー アイリス

4月14日（日）富士通 レッドウェーブ62-73 デンソー アイリス

4月15日（月）富士通 レッドウェーブ89-79  デンソー アイリス

第25回 W リーグ 「京王 Presents Wリーグプレーオフ 2023-2024」

《プレーオフ・アウォード表彰者》

■プレーオフMVP

宮澤 夕貴（富士通#52）5年ぶり2回目

■プレーオフベスト５

※東京運動記者クラブ・バスケットボール分科会の記者により選出

ジョシュア ンフォンノボン テミトペ（富士通#8）

町田 瑠唯（富士通#10）

宮澤 夕貴（富士通#52）

馬瓜 エブリン（デンソー#0）

赤穂 ひまわり（デンソー#88）
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表彰者（アウォード＆リーダーズ）
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第25回 W リーグ 「京王 Presents Wリーグプレーオフ 2023-2024」

《レギュラーシーズン・アウォード表彰者》

■レギュラーシーズンMVP
髙田 真希（デンソー＃8）2年連続3回目の受賞
■ルーキー オブ ザ イヤー
イゾジェ ウチェ（シャンソン＃4）
■コーチ オブ ザ イヤー
BTテーブス（富士通）初受賞
■ レフリー オブ ザ イヤー
渡邊 整 4年ぶり5回目
■ベストディフェンダー

東藤 なな子（トヨタ紡織＃8）初受賞
■ベスト６thマン
赤穂 さくら（デンソー＃12）初受賞
■ベスト５
・ポイントガード
町田 瑠唯（富士通＃10）3年連続7回目の受賞
・シューティングガード
林 咲希（富士通＃7）初受賞
・スモールフォワード
赤穂 ひまわり（デンソー＃88）4年連続4回目の受賞
・パワーフォワード
渡嘉敷 来夢（ENEOS＃10）3年連続12回目の受賞
・センター
髙田 真希（デンソー＃8）8年連続12回目の受賞

《レギュラーシーズン・リーダーズ表彰者》

【得点】
渡嘉敷 来夢（ENEOS#10） 3年ぶり5回目

【アシスト】
町田 瑠唯（富士通 #10） 2年ぶり7回目

【リバウンド】
イゾジェ ウチェ（シャンソン#4） 2年連続2回目

【スティール】
河村 美侑（新潟#32） 初

【ブロックショット】

イゾジェ ウチェ（シャンソン#4） 初
【フィールドゴール成功率】
イゾジェ ウチェ（シャンソン#4） 初

【3ポイントシュート成功率】

   高田 真希（デンソー #8） 初 

【フリースロー成功率】

 白崎 みなみ（シャンソン#6） 初



『春日井製菓 presents Wリーグオールスター2023-2024 in愛知』 DAY2

ファイナルの熱気冷めぬ中、リーグ所属５チームが拠点を置く愛知県で待望の初開催。
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『春日井製菓 presents Wリーグオールスター2023-2024 in愛知』 DAY1

リーグ25周年記念事業として「W リーグ GREATEST25 オールスター」を開催。往年の名プレーヤーと現役選手の奇跡の邂逅が実現。
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第25回 W リーグ SEASON REPORT
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ACTION
Women’s Japan Basketball League



【ACTION①】「WリーグSUPERGAMES」今年は日本代表壮行イベントを実施。

パリ2024オリンピック世界最終予選（OQT）に挑む、バスケットボール女子日本代表（AKATSUKI JAPAN）を
壮行する機会をWリーグが主導で創出。多くのWリーグファンの後押しを背に、チームは見事パリ五輪出場権を獲得した。
また、ＳＵＰＥＲＧＡＭＥＳ恒例の世代別対決としてＷリーグ選手のO２６vsＵ２５が実現。

前日にはファンとの交流イベント「FAN☆JAM」や能登半島地震に対する選手の募金活動も実施。
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【ACTION②】韓国WKBLとの交流がさらに拡大
Wリーグ若手選抜によるRISINGSTARSがWKBLオールスターへ初参戦。 

「3x3 TRIPLE JAM」、「2023 WOORIBANK PARK SHIN-JA CUP」参加など本格的な交流元年に。

1/7@アサン市 
WKBLオールスター
全１４チームからの
選抜チームで参戦

8/31-9/8@清州市2023 
WOORIBANK
PARK SHIN-JA CUP

優勝 トヨタ自動車アンテロープス

 ３位 ENEOSサンフラワーズ
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6/25-26@ソウル市
TRIPLE JAM
優勝 トヨタ自動車アンテロープス



【ACTION③】バスケットだけではない多彩な人材創出へ

現役時代から学べる機会「Wリーグアカデミー」を全６回開講。

本取組の目的：

「Ｗリーグアカデミー」は競技引退後も続く人生で、地域や社会に力強く貢献する女性を育てる目的にて、現役時代から社
会との接点を作り、必要とされるスキルやマインドセットを学ぶ機会として昨年度より定期的に開催。

実施講座一覧
• 第1回

• 第2回

• 第3回

• 第4回

• 第5回

• 第6回

河合 秀明氏（大樹生命シニア・ファイナンシャル・アドバイザー）知っておきたい！「お金の賢い貯め方、増やし方、守り方」

稲垣 麻美氏（いながき乳腺クリニック院長）「9人に1人がなる乳がんについて知っておこう！」

北山 節子氏（Wリーグ理事）人生が好転！幸せになる「コミュニケーション術」

尾城 友理氏（資生堂ジャパン株式会社 ドランク エレファント 事業グループ）「冬の乾燥対策スキンケア」

青木 蘭氏（プロラグビー選手）「私の5way」

須黒 祥子氏（Wリーグ担当審判員）「セカンドキャリア・職業観について」
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【ACTION④】企業チーム混在リーグだからできること。
企業のテクノロジーや取組を「Wリーグ」の会場で実践。
企業が持つノウハウやリソースをリーグ運営に還元し、社会に貢献します。

トヨタ紡織株式会社が手掛ける自動車用シート
カバーの廃材を用いて観客席で使用できるクッ
ションを製作しオールスターゲーム会場にて販
売。カーボンニュートラルな社会への貢献もで
きる商品。

株式会社デンソーが協力する 
WAFCA（アジア車いす交流セ
ンター）と共同でチャリティー
ウォーク企画を実施。歩数に応
じて支援金額が決定。

富士通株式会社の協力の下、発達障がい等に
伴う「感覚過敏の特性」があるお子様とその
ご家族を対象に、安心して試合観戦ができる
「センサリールーム」をプレーオフ会場に設
置し、ご観戦いただきました。
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